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暴力団等による公共工事等への不当介入対応マニュアル 
 

（平成１５年１２月１日） 

 

 

第１  趣旨 

本マニュアルは、公社が発注する建設工事及び委託業務等への不当介入の排除を徹底するため、暴

力団等（暴力団（集団的に又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれのある組織）、暴力団企業など、

不当介入を行うすべての者をいう。）による不当介入の情報を得た場合の連絡・報告の手順及び対応

に関する事項を定めるものである。 

第２  情報聴取者 

１  施行中の工事等に係る暴力団等の不当介入者に関する情報（以下「不当介入情報」という。）の

聴取は、原則として次の者が行うこと。 

課長又は主監以上の職にある者（いずれも不在の場合は、当該工事の監督業務を行う工事監督

担当係長） 

２  前項に掲げる職員（以下「聴取職員」という。）以外の職員が不当要求者に関する情報を聴取し

た場合は、直ちにその内容を聴取職員に報告すること。 

第３  報告 

１  聴取職員は、不当介入情報を第一報として、直ちに所属部長又は所長にロ頭で報告すること。 

２  前項の報告を行った聴取職員は、速やかに当該情報を別記様式によりとりまとめ、所属部長又は

所長に報告すること。 

第４  警察署への連絡 

１  第３による報告を受けた所属部長又は所長（以下「報告受理所属長」という。）は、不当介入対

応関係者（総務部長、企画調査部長、総務課長及び技術管理課長をいう。）と直ちに協議を行い、

対応方針案等を決定すること。 

２  聴取職員は、所轄の警察署に通報し、対応方針案及び派遣警察署員の確保について協議すること。 

第５  受注者及び警察署との協議等 

１  聴取職員は当該工事等の施工業者（以下「受注者」という。）及び所轄の警察署と協議を行い、

受注者に対して、不当介入者への対応、工程管理、警察署への届出等に関する支援・指導を行うこ

と。 

２  現場確認は、極力、所轄警察署員同行のもとに実施すること。 

第６  その他 

不当介入情報については、すべて総務課長に報告すること。 

 

附  則 

このマニュアルは、平成１５年１２月１日から施行する。 
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別記様式 処 理 番 号 ―        ―        ― 
 

不 当 介 入 報 告 書 

警 察 署 

警察署の名称  

刑 事 課 長 名  

対策専門官名  

電 話 番 号  

Ｆ Ａ Ｘ 番 号  

作成年月日：        年    月    日 

報 告 者 
所  属：       

職氏名：                                                               
 
情 報 を 受 け た 日 時         年    月    日（    ）    時    分 

情 報 提 供 者 
所  属： 連絡先：（      ）      －          

職氏名：  

情 報 提 供 手 段 □電話    □      □      □      □ 

受 信 者 
所  属：  

職氏名：  
 

対象工事等 

対 象 工 事 名  

工 事 場 所  

対象工事の工期         年    月    日  ～          年    月    日 

受 注 者 

名称・連絡先：                              （      ）      －          

住 所：  

現場代理人・連絡先：                              （      ）      －          

下 請 負 人  

工 事 主 管 課  
 

相 手 方 

【暴力団】 □暴力団関係（□共政会 □侠道会 □浅野組 □その他（                  ） 

 □暴力団関係以外 

【氏  名】  

【所  属】  

【服装等】  

相 談要 旨 

い つ ： 年    月    日（    ）    時    分ごろ 

ど こ で ： 広島県          市      町 

誰に対して：  

要求内容 ： □安全管理 □施工関係 □交通規制関係 □挨拶料等 □寄付金等 □下請参入 

 □資材納入 □地域対策受入 □警備員受入 □自販機設置 □物品購入 □機関誌購読 

 □損害賠償 □入札関係 □その他（                        ） 

  

  

要求理由：  

要求態様：  

車のナンバー：  

その他の情報：  
 

公 社措 置 

□ 現 場 へ 急 行 （                               ） 

□ 調 査 （                               ） 
□ 適正施工の判断 （                               ） 
□ 指 導 （                               ） 
□ そ の 他 （                               ） 

警 察措 置 

通     報： □無 □有 （      年   月   日   時   分） 

警察署担当者名：       警察署 

警察署の指示等：  

警察署の措置等： □対応指導 □調査 □警告制止 □中止命令 □事件化検討 

 □その他（                               ） 

総務課への
報告・指示 

報 告 日 ：     年   月   日 指示内容：  

 注１ 「処理番号」は所轄の警察署から付与された番号を記入すること。 
 注２ 処理番号順にファイルに調製し、保管すること。 
 注３ その他の経過等については、聞取票を作成し、この様式に連続して調製し、保管すること。
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広島高速道路公社建設工事等における暴力団等による不当介入対応（フロー） 
 

 広島高速道路公社 業   者 警    察 

暴
力
団
関
係
者
の
排
除 

 

 暴力団関係者の関与が判明 

 

          指名停止指名停止指名停止指名停止    

 

   総務部総務課 

 

  

 

     指名停止指名停止指名停止指名停止・・・・契約解除契約解除契約解除契約解除    

暴力団関係者の関与が判明 

 

 

 

 

   競争入札参加資格者 

 

 

 

暴力団等に関する情報交換等 

 

    受  注  者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   県警本部捜査第四課 

 

 

 

 

 

 

 

不 

当 

介 
入 

の 

排 

除 

 

 

 

  不当介入対応関係者 

   ・総務部長 

   ・企画調査部長 

   ・総務課長 

   ・技術管理課長 

 

 

     協議 

            報告 

 

            指導 

  工事等の発注課長    

              

 

 

 

   工期延期等の協議 

 

 

 

    受  注  者 

 

       

 

 

   建設工事・業務の履行 

 

 

 

 

  暴力団等からの不当介入 

  （不当要求・工事妨害等） 

 

 

 

         連絡・協議 

 

 

 

 

被    害 

 

 

 

 

 

     履行の完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届出 

 

指導 

     窓口：刑事課長 

 

 

 

 

 

 被害届 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


